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　２月8日に加藤あや子さ
んが100歳の誕生日を迎え
られました。おめでとうご
ざいます。また、１月24日
に大橋文子さんが、２月１
日に矢野千代さん95歳の誕
生日を迎えられました。お
めでとうございます。

　２月17日（日）、県庁前（津市）～県営総合競技場陸上競技場（伊勢市）を10区間（42.195ｋｍ）で繋ぐ、第
６回美し国三重市町対抗駅伝大会が三重県の全29市町とオープン参加４チームを合わせ33チームで開催されました。
　最後列でのスタートという不利な状況の中、第１区の岡野亜美選手が町の部で区間６位でタスキを繋ぐと、第２
区の後藤大輝選手がオープン参加チームを含め、総合で区間３位となる12人抜きの走りで、総合５位、町の部で２
位まで押し上げました。第３区の田中優帆選手、第４区の浦麻紀人選手も町の部で区間７位、６位と安定した走り
をみせ、続く第５区の塚本博孝選手が、町の部、区間１位と１秒差の区間２位の走りで、町の部３位まで再び順位
をあげました。その後、５位に後退しましたが、第６区の飯田康平選手からタスキを繋いだ、第７区の浦寿々美選
手が、一般女子の区間で今回、最年少ながら町の部、区間４位の走りで４位との差を縮め、第８区の星野真由選手
も町の部、区間６位の走りで４位との差を６秒まで縮め、第９区の伊東静香選手にタスキを繋ぎました。最終10区
はオープン参加を含め25チームが繰り上げスタートとなる厳しい状況となりましたが、亀田優人選手が最後の力を
振り絞り、過去最高のタイム２時間32分９秒で見事、町の部で４位入賞となりました。

長寿者褒章 朝日町駅伝大会
　2月3日（日）、第32回朝日町駅伝大会が開催され
ました。
　オープン参加チームを含めた13チームが出場し、
白熱した好勝負が繰り広げられました。選手達はタス
キをつなごうと気迫溢れる走りで、観客からも歓声が
上がりました。
　地区大会の
結果は、優勝
は白梅の丘西
地区、２位は
柿地区、３位
は朝日ヶ丘地
区でした。

第６回美し国三重市町対抗駅伝
「子育てワンポイントアドバイス」
第87回  「子どもを叱るって大変！！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   こころの相談員  前田　里美

※前田相談員は、朝日小学校・中学校で相談活動を行っています。

　体罰の問題が各所で話題になっています。他の国には無いとすれば、日本固有の文化になっていたの
かもしれません。皆の意識が変わり、文化も変えていければいいですね。
　しかし、便利だからと変えてしまってはいけないものもあると思います。子どもが言う事を聞かない
時に、叱ってもらったり大人しくさせたりする携帯アプリがあるそうです。また、子どもを大人しくさ
せておく為に少し前はビデオやゲーム機を与えていましたが（中には早期教育という名目で与える場合
もありますが）、今ではタブレットが使われているようですね。
　確かに便利で楽しいので、大人でさえはまってしまい中には依存症になる場合もあって、子どもに
「いい加減やめなさい。」と言ってもやめられないのもわかります。タッチすると次々に画面が変わり、
常に自分に向けて何らかの情報を与えてくれるのですから、子どもなら尚更楽しくて仕方ありません。
でも、そこが落とし穴！所詮機械からの一方通行の情報。例えこちらが感情を発しても、プログラムさ
れた言葉しか返ってこず、人間味のある感情のやりとり＝コミュニケーションは生まれることはありま
せん。特に、乳幼児期の母子間のやりとりはその後の人間関係に大きな影響を及ぼします。機械と違っ
てお母さんは常に子どもにベッタリ張り付いているのは不可能です。でもその事で、人は自分に興味を
向けてくれる時もあれば向けてくれない時もあるということを、子どもは学習していくのです。
　こちらの思うようにならないからと体罰を加えるのは絶対いけませんが、自分の子どもを叱ることや、
言い聞かせることができないからといって、機械に頼ってばかりもよくありません。小さいうちからそ
れを続けて、大きくなってからいざという時親の言う事を聞くでしょうか。しつけはエネルギーがいる
ものです。真剣に向き合わなければならず、常に子どもは私たち大人を見ているので、しつけている大
人も姿勢を正さなければいけないからです。しかし、辛抱強いその積み重ねは必ず実を結ぶでしょう。
疲れた時にはしっかりガス抜きをしてくださいね。

2月
ファミサポ交流会（2月1日）

しんちゃんの、
型にはまらない読み聞かせに、小さな
お子さんはもちろん、お母さんも楽しく

参加していました！

＊絵本の読み聞かせ団体さんによる絵本の読み聞かせや、トーンチャイム演奏等で、楽しく過ご
　しました。お母さんに、ファミサポのことを知ってもらうよい機会になりました。 （優勝した白梅の丘西地区）

（友好レース）

（駅伝大会町の部）

（加藤あや子さん）

（矢野千代さん）（大橋文子さん）

〔駅伝大会　町の部〕　　　 　  選手氏名　 区間タイム  個人順位　チーム順位
１区（1.28㎞）　小学生女子　　岡野　亜美 　４:25　　６位　　　６位
２区（1.85㎞）　小学生男子　　後藤　大輝 　６:04　　２位　　　２位
３区（3.76㎞）　中学生女子　　田中　優帆　14:30　　７位　　　５位
４区（5.65㎞）　中学生男子　　浦　麻紀人　20:07　　６位　　　５位
５区（4.60㎞）　40歳以上男子　塚本　博孝　15:08　　２位　　　３位
６区（6.36㎞）　ジュニア男子　飯田　康平　21:37　　８位　　　５位
７区（2.89㎞）　一般女子　　　浦　寿々美　10:51　　４位　　　５位
８区（3.43㎞）　20歳以上女子　星野　真由　13:49　　６位　　　５位
９区（5.95㎞）　ジュニア女子　伊東　静香　23:03　　４位　　　４位
10区（6.425㎞） 20歳以上男子　亀田　優人　22:35　　７位　　　４位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※敬省略
　また、併催事業として行われました小学生1500ｍ友好レースで、水野
響選手が７位入賞を果たしました。

〔友好レース〕　　　　　　  　  選手氏名　　 記録　　順位
　　　1500ｍ男子小学生　   　  水野　　響　5:05.21　  7位
　　　1500ｍ女子小学生　   　  矢野ひかる　5:38.57　10位
　　　1500ｍ男子中学生　   　  吉本　　涼　5:03.25　20位
　　　1500ｍ女子中学生　   　  内海　舞子　5:16.04　10位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬省略


